
生活空間の安全性・利便性の向上に資する道路空間整備（第２期）（防災・安全）

計画の概要
計画の成果指標(定量的指標)

成果目標 定量的評価指標 現況値 中間値 目標値 実績値

◎計画期間：令和４年度～令和８年度
(5年間)

◎計画の目標
・生活空間の安全性の向上を図るため、通

学路交通安全プログラムに基づく交通安
全対策を推進する。

◎総事業費：約 ５５ 億円

◎通学児童の移動環境の安全・安心の向上を
図るため、通学路安全プログラムの安全対
策実施件数の割合を令和３年３月時点の
８１％から令和８年度末時点に９１％まで
向上させる。

●通学路交通安全プログラムの達成率
【算定式】

完了済通学路安全プログラムの対策数÷通学路安全プログラムの
総対策数

８１％ － ９１％

（社会資本総合整備計画）【事前評価】

事業事例：（市）旭町日和山線他2路線

〇事業数：１８事業

→令和2年3月交差点部暫定供用


